
大学院大学の設置検討に向けた需要調査 

 

１ 調査目的 

  大学院大学の設置に向け、大学院大学への入学希望及び大学院大学修了

生を採用する意思等を調査し、設置認可申請にて提出する学生確保の見通

しの基礎資料とするために実施する。 

 

２ 調査対象 

 ○県内の医療機関に勤務する医師、看護師、薬剤師等 

 ○県内の診療所等を経営する医師 

 ○県内の介護事業所に勤務する看護師、栄養士、介護福祉士等 

 ○県内大学の教員、院生等 

○市町で健康増進を担当する保健師、栄養士 

○県内企業の健康保険組合や健診機関における健診データ分析担当者や

保健指導担当者等 

○病院、健診機関、介護事業所、大学、市町及び企業等の採用担当者 

 

３ 実施時期 

  令和元年７～８月    調査対象機関へ説明、調査票を送付 

      ９～１０月上旬 集計、分析 

 

４ 調査項目 

 ○大学院大学への入学希望 

 ○大学院大学修了生を採用する意思  など 
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５ 調査結果の概要（１０月７日時点） 

（１）入学意向調査 

 ○1,925 人中、705 人から回答あり（回収率 36.6％） 

 ○大学院大学に大変興味がある、多少興味がある人は、375 人（53.2％） 

 ○興味がある理由で最も多かったのは「専門家として高度な知識・技術を

身につけられるから」 

 ○興味がある分野で最も多かったのは「医療ビッグデータの解析・活用」 

 ○大学院大学に入学したい、入学を検討したい人は、89人（23.7％） 

  

（２）人材需要調査 

 ○219 団体中、118 団体から回答あり（回収率 53.9％） 

 ○大学院大学に大いに興味・関心がある、興味・関心がある団体は、 

61 団体（51.7％） 

 ○興味がある理由で最も多かったのは「社会・地域において不足している

分野であり、求められる分野だから」 

 ○大学院大学の修了生を採用したい、採用を検討したい団体は、54 団体

（45.8％） 
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・自己点検、評価委員会

・広報委員会 

・入学者選抜委員会 

・研究倫理審査委員会 

・教職員研修委員会 

 

 

 

・理事長 

・副理事長 

・理事長が指名する 

理事及び職員 

・学外委員 

法人の経営に関する 

重要事項を審議 

 

・理事長 

・副理事長 

・理事 

特定の重要事項は 

理事会の議を経る 

 

・学長 

・副学長 

・学長が指名する 

理事及び職員 

・研究科長 

・学外委員 

大学の教育研究に関する 

重要事項を審議 

 

・経営審議会選出委員  

・教育研究審議会選出委員  

 

 

＜事務局長＞

議 会 評価委員会 

学長選考会議 

経営審議会 

教育研究審議会 

知 事 

（仮称）公立大学法人 

静岡社会健康医学大学院大学

法人定款、中期目標、料金上限、

財産出資、予算等の議決 

法人定款の制定、中期目標の指示、 

中期計画の認可、料金上限の認可、 

財産出資（土地、建物（R3 年度以降））、

運営費交付金の交付等 

評価委員会による評価結果等の報告 中期目標、中期計画等への意見 

評価結果等の報告 

評価結果通知 

改善等勧告 

監事任命 

監査 

委員任命 

理事長任命

（仮称）公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学 運営組織図（案） 

【法第 11 条】 

【法第 14 条第２項】

【定款】 

【法第 71 条第１項】 

【法第 12 条】 

【法第 77 条第１項】 

【法第 77 条第３項】 

【法第 14 条第 1 項】

【法第 71 条 

 第４項】 

副学長

 

・法人運営、管理 

・理事会、経営審議会 

・学長選考会議 

・監事監査、内部監査 

【法】 = 地方独立行政法人法 

＜研究科長＞ 

（仮称）静岡社会健康医学大学院大学 組織図 

理事会 

【学則第６条】 

【学則第８条】 

＜社会健康医学研究センター長＞ 

（仮称）社会健康医学研究センター 

【学則第９条第２項】 

学長任命 学 長 理事長 

【法第 71 条第５項、法第 72 条第２項】 

大学運営・管理 

教職員採用、教職員福利厚生 

給与・手当等 

疫学領域 

統計領域 

環境領域 

行動領域 

政策領域 

ゲノム領域 

聴覚領域 

大学事務局 

学内委員会 

【学則第７条】 

教授会【学則第 12 条】 

＜図書館長＞

図書館 

総務課 

予算・経理 

施設・財産管理 

収入・支出 

経理課 

教育課程、履修要項、教育研究審議会 

図書館運営・管理、情報システム管理 

学生募集、入試試験、学生福利厚生 

教務課 

副理事長 

法人事務局 

（大学事務局兼務）

理 事 

監事 

社会健康医学研究科 
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大学・病院・行政機関・各種団体との連携について 

 

 

１ 概要 

静岡社会健康医学大学院大学では、入学者として主に社会人を想定するとともに、ゲノ

ム医学など学部卒生の入学も視野に入れている。 

そのため、定期的に職員を送り出してもらえるような仕組みづくりなど、学生の安定的

な確保や共同研究などの包括的な協力関係の構築のため、大学・病院・行政機関・各種団

体との協定締結を検討する。 

 

２ 協定内容（案） 

区分 大学 病院 行政機関 各種団体 

想定職種 学生 
医師 

医療専門職 

健康づくり

実務者 

医師 

医療専門職 

健康づくり実務者

ゲノム・医療ビッグデータ研究者

目的 メリット 内容 大学 病院 行政機関 各種団体 

大学院大学の周知 ○ ○ ○ ○ 

受験の働きかけ ○ ○ ○ ○ 

推薦入試への推薦 ○ ○ ○ ○ 

休業・派遣制度 － ○ ○ － 

大
学
院
大
学 

勤務（シフト）配慮 － ○ ○ － 

学
生
確
保 

双
方 

就業受入（学生） － ○ － － 

研究フィールドの提供 － － ○ － 

施策展開支援 － － ○ － 

データの提供（成果還元） － － ○ ○ 

協
定
内
容
（
案
） 

相
互
協
働
な
ど 

双
方 

共同研究・施設共同利用 ○ ○ － － 
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